
１、応募倍率の推移（学科改編と大島丸問題との関連）

２、第一学年時点での類型希望調査結果（人数）　＜参考＞

３、系列別の卒業後進路状況推移（進路決定者のみ）
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人数

(その他)就職

(その他)専門学校

(その他)大学・短大

【海洋系】就職

【海洋系】専門学校

【海洋系】大学・短大

『国際系』専門学校

海外大

『国際系』大学・短大

国際系 海洋系

国際系で学んだ生徒の進

路は、学びと関係の浅い

私大や専門学校への進

学が多い。

海洋系で学んだ生徒の進

路は、学びと関係が深い大

学等への進学が多い
（大学・短大には水産大学校、

海技短大を含む）。

〇学科改編の影響により倍率が低下 
〇改編４年後から倍率が回復、上昇傾向となるが、大島丸問題の顕在化とともに倍率が低下 

〇入学した生徒は、海洋系を希望する傾向が強い 
〇大島丸問題が顕在化した翌年に入学した生徒は海洋系と国際系が半々（その後、海洋系人気が回復） 

〇国際系の生徒は、学びと関係の薄い進路を選択する傾向（海洋系の進路を選択する生徒も存在） 
〇大島丸問題に関わらず、海洋系の生徒は、海洋系の進路を強く志向する傾向 
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生徒の多くは【海洋系】
を希望する傾向

大島丸問題が顕在化
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応募倍率

入選年度

推薦応募倍率

一般応募倍率

大島南普通科倍率

<参考>
大島高校普通科倍率

<参考>

大島南 水産科
（募集人員：３５名）

大島海洋国際 国際科
（募集人員：８０名）

学校改編に合わせ応募倍率も低下
（募集人員増も影響）

１倍ライン

H20年度入選で底を打っ

た応募倍率は、その後、

上昇傾向であったが、大
島丸問題が表面化した

H26年度以降、H27、H28

入選と応募倍率が低下

（H29入選で持ち直し）


